
























































































































































































































































































































　歌曲《さすらひ》は「Mouvement de barcarolle （舟歌の動きで）」と記され、 8 分の 6 拍子
で書かれている（譜例 1 ）。たゆたうような左手のリズムの上に、旋律が歌われる。♭ 3 つの調
号を用いられているが、第 1 ～ 2 小節は、Es 音、B音、F音という 5 度の積み重ねで構成さ
れた分散和音でできており、まるでどこか遠くの国を彷徨うかのように開始される。第 3 小節
でさらに 5 度上の音であるC音が付加される。第15小節までは、全体的に 5 度の積み重ねでで
きた和音の響きの中で、C音、Es 音、F音、G音、B音の民謡音階で構成された旋律が歌わ
れる。第16小節～19小節の旋律はハ短調のように思われるが、伴奏部の和音は、Es 音、B音、
F音、C音、G音のように 5 度を積み重ねた音を基本にしていて、さらに Des 音や Fis 音の















　旋律を見ると、第 3 ～10小節の最初のC音までがF音、Ges 音、B音、C音、Des 音の都節
音階で構成されている（譜例 3 ）。第10小節最初のC音を契機として、Ges 音はG音に変化させ
られていて、第10～12小節はヘ短調に接続されている。伴奏部にはB音、F音、Des 音、As
音等、 5 度、 4 度の和音が多用されている。第11～12小節において、旋律は終止するようであ














譜例 1 　菅原明朗《さすらひ》第 1 ～16小節（JASRAC 出1416245-401）
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譜例 2 　菅原明朗《さすらひ》第17～24小節（JASRAC 出1416245-401）



























































（ 4 ）　永井壯吉「楽器」（『荷風全集』第 7 巻、岩波書店、1992年、415・417頁）。
（ 5 ）　永井荷風「音楽雑談」（『早稲田文学』1909年 6 月号、53頁）。
（ 6 ）　永井壯吉「欧米の音楽会及びオペラ劇場」（『荷風全集』第 5 巻、岩波書店、1992年、361頁）。
（ 7 ）　永井壯吉「歌劇フォースト」（同書、337頁）。




















































（43）　菅原明朗 「ボレロの管絃楽」（『フィルハーモニー』 1940年 3 月号、25-27頁）。
（44）　早坂文雄の創作については、拙稿「昭和10年代の民族派作曲家における異文化受容―早坂文雄の場
合―」（日本音楽表現学会編『音楽表現学のフィールド』東京堂出版、2010年、34-43頁）を参照されたい。
（45）　菅原明朗「戦争の中の作曲家―荷風との交友―」（前掲書、48頁）。
